いばらき会　在宅医療を中心とした後期研修プログラム

（2006年12月受領）

はじめに

いばらき診療所は茨城県水戸市から日立市の地域で在宅医療を中心に活動する医療集団です。診療所は水戸市の南、茨城町小鶴に１ヶ所、水戸市の北、ひたちなか市に１ヶ所、東海村に1ヶ所、日立市に1ヶ所の４診療所で在宅医療を行っております。在宅医療は地域の方々の中でず～とお家で暮らしたいと考えておられる方をささえていくという考えを基本としています。スタッフは看護師４７名、PT５名、OT３名、MSW１４名、ケアマネージャー１４名、介護士５７名と次第に厚くなってきましたが、それぞれの地域で、チームワークは良さそうです。また外来診療も行っていますが、急性期は総合病院を紹介しています。プライマリーのファーストタッチでの判断を経験できます。在宅医療は現在670名前後の方々の訪問医療にあたっており、在宅ターミナルの患者さんはそれぞれの診療所で1ヶ月あたり5名から10名、グループホーム及び特定入所の患者さんに対する訪問診療もスタートしました。

対　　象　自治医科大学地域医療後期研修医

終了年限　1年から2年

研修のゴール

当プログラムを終了した医師は地域の方々が、【医療に対して何を求めているのか】をつかめると思います。

研修の目標

１．外来診療　外来の患者さんの診療、診断、ニードの把握力がつきます。

２．在宅医療　在宅の患者さんのケアを修得できます。全身をみる力がつきます。（けっこうスキルを要求される為、総合力がつくと思います。）在宅を行っている処置はCVポート挿入、CV ライン挿入、硬膜外カテーテル挿入等（本年は乳癌部分切除も1例ありました。）です。

３．検査　在宅でのドプラーエコー、スパイロ、ECG、ポータブルX-P　等

資源

１．指導者

研修責任者　照沼　秀也(医療法人社団　いばらき会理事長)

指導者責任者　伊東佐知子（いばらき診療所ひたち院長）

指導者責任者　大須賀幸子（いばらき診療所とうかい院長）

指導者責任者　早乙女二朗（いばらき診療所院長）

指導者責任者　大須賀　等（いばらき診療所こづる院長）

２．研修施設（在宅療養支援診療所）

いばらき診療所ひたち

いばらき診療所とうかい
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研修スケジュール

週1日～２日（午前）外来診療　その他在宅医療

評価と終了認定

各診療所での研修責任者と面接、指導医からの評価を基に終了を決定する

プログラムの特徴

在宅での看取りを数多く経験できる。

在宅ターミナルにおける研究事業に参加できる。（在宅ターミナルケア家族の満足度調査、在宅ターミナル患者の栄養調査、在宅ターミナル患者のリハビリテーション調査等）

